








要約 

東京都心身障害者福祉センターに来所した視覚障害乳幼児についてみると,最近 10 年間に

未熟児網膜症によるものが著しく減少している。東京都では出生児数および低体重児数と

もに最近 10年間に激減しているが,未熟児網膜症による視覚障害児の発生はそれを上回っ

て減少している。しかし出生児体重が1,O00g 未満の群においては減少傾向がみられない。

精神遅滞,てんかん,脳性麻痺の合併はこの 10年間に多少の減少傾向がみられるが,なお楽

観は許されない。 


